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産業廃棄物処理計画実施状況報告書

令和5年 6月  28日

大分県知事  佐藤 樹一郎 殿

提出者

住 所

氏 名

大分県宇佐市院内町香下1703

株式会社キリウ大分

取締役社長 関川 俊彦

目三言舌番手許  0978-42-6222

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第10項の規定に基づき、令和4年度の産業廃棄物

処理計画の実施状況を報告します。

事 業 場 の 名 称 株式会社キリウ大分

事 業 場 の 所 在 地 大分県宇佐市院内町香下1703

事 業 の 種 類 輸送用機械器具製造業

産業廃棄物処理計画における

計   画   期   間 令和
4年4月 1日 ～令和5年 3月 31日

産業廃棄物処理計画における目標値

項 目 目標値 項 目 目標値

|,F 出 量 別 紙 の 通 り  t 全 処 理 委 託 量 別 紙 の 通 り   t

自 ら再 生利 用 を行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

t
優良認定処理業者への

処  理  委  託  量
t

自 ら熱 回 収 を 行 う
産 業 廃 棄 物 の 量

t
再 生 利 用 業 者 へ の

処 理 委 託 量
t

自ら中間処理により減量する
t
認定熱回収業者への

処 理 委 託 量
t

産 業 廃 棄 物 の

自
海
産

ら 埋 処 又 |ま

つ

量

認定熱回収業者以外の

熱回収を行 う業者への

処  理  委  託  量
洋 投 入
業 廃
処 分
棄 物
を行
の

tt

※事務処理欄

(日 本工業規格 A列 4番 )



況の (産業廃棄物の種類 :鉱 さい )

実績値

6570

6570

6570

項 目

①排出量

⑫ +⑬ 目ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑭目ら中間処理により減
量した量     ・
③+⑨ 自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

⑩全処理委託量

⑭優良認定処理業者への

処理委託量

⑭再生利用業者への処理
委託量

①熱回収認定業者への処
理委託量

⑭熱回収認定業者以外の

熱回収を行う業者への処
理委託量

①のうち再生利用
業者への処理委託量

6570⑫

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑬

のうち熱
業者以外の

熱回収を行 う業者
への処理委託量

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

再生利用 した量

③

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

⑨

直接及び自ら
中間処理 した後の

処理委託量

65

の残さ量

⑥

り減量した量

⑦

又

1ま

した量

を行つた量

⑤

再生和J用 した量

②

有 償 物 量

」F  出  量

6570①

不要物等発生量

′∂つ∂ク

（消

〕
副
）



の (産業廃葉物の種類 :汚泥

実績値

97

97

97

97

項 目

①排出量

⑫十⑨目ら再生利用を

行った量

⑤自ら熱回収を行つた量

①自ら中間処理により減
量した量

③十⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

⑩全処理委託量

①優良認定処理莱者への

処理委託量

鬱再生利用業者への処理
委託量

⑬熱回収認定業者への処
理委託量

⑭熱回収認定業者メ外の

熱回収を行う業者への処
理委託量

97⑫

量業

業者以外の

熱回収を行 う業者
への処理委託量

⑭

①のうち再生和J用
業者への処理委託量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

直接及び自ら

中間処理 した後の

処理委託量

⑩

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

再生利用 した量

③

り減量した量
|こら

さ量後の

用 した量

又

`ま

⑥

した量

を行つた量

有 償 物 量

出

不要物等発生量

∂θ汐沙ク

（韻

Ｎ
酬
）



(産業廃棄物の種類 :廃油

実績値

9

9

9

9

項 目

①排出量

⑫ +⑬ 目ら再生ネl用 を
行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑫目ら甲間処理により原
量した量

⑨十⑨目ら堪立処分又は

海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

⑭優良認定処理業者への

処理委託量

∪再生利用業者への処理
委託量

⑬烈回収認疋
~業
者への処

理委託量

⑭熟回収認定業者以外の

熱回収を行う業者への処
理委託量

業者への処理委託量

業者への処理委託量

つ

業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

⑭

③

自ら中間処理 した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

直接及び自ら

中間処理 した後の

処理委託量

⑩

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

⑪

自ら中間処理 した後
再生利用 した量

後の残さ量

り減量した量を行つた量

した量

②

した量

出

有 償 物 量

不要物等発生量

∂νθ汐

（削

〕
副
）



の (産業廃棄物の種類 :木 くず )

実績値

4

4

4

項 目

①排出量

⑫+① 自ら再生利用を
行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑫目ら中間処理により滅
量した量

⑨ +⑨ 目ら埋立処分又は
海洋投入処分を行つた量

⑩全処理委託量

υ優艮認歴処理莱者への

処理委託量

∪再生和」用莱者への処理
委託量

⑭熱回収認定業者への処
理委託量

⑭熱回収認定業者以外の

熱回収を行う業者への処
理委託量

⑬

熱回収を行 う業者
への処理委託量

うち熱回収認定
業者以外の

⑭

目ら甲間処理 した後

再生利用 した量

③

自ら中間処理 した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

⑩

⑩のうち優良認定
処理業者への

処理委託量

後の残さ量

し

り減量した量

⑦

を行つた量

した量

②

自ら百L接埋立処分又
は

③

した量

JF  出  量

4①

有 償 物 量

不要物等発生量

汐プ沙θ′

（韻
Ю
酬
）



況の (産業廃棄物の種類 :廃プラ )

実績値

5

5

5

項 目

①排出量

⑫+⑬ 目ら再生利用を
行つた量

⑤自ら熱回収を行つた量

⑭自ら中間処理により減
量した量

③ +⑨ 自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

∪再生利用莱者への処理

委託量

⑬烈回収認冠莱者への処
理委託量

⑭熱回収認定業者以外の

熱回収を行う業者への処
理委託量

⑩の うち再生利用

業者への処理委託量

⑫

業者への処理委託量

⑬

業者

熱回収を行う業者
量

5⑭

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

再生利用した量

⑨

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理 した後の

処理委託量

⑩

後の残さ量

しら

した量り

⑦

した量

を行つた量

再生不可用した量

②

,F  出  量

5①

有 償 物 量

不要物等発生量

ρθ汐がク

（韻

Ｎ
酬
）


